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は じ め に

　今回紹介するのはシンガポールの ISEAS-ユ

ソ フ・ イ シ ャ ク 研 究 所（ISEAS-Yusof Ishak 

Institute. 以下，ISEAS と表記）である。この東

南アジア地域の政治や経済，文化，社会の調査

研究に特化した研究機関の名前は，東南アジア

に関心のある人であれば一度は目にしたことが

あるに違いない。ISEAS はチャンギ国際空港

から地下鉄（MRT）やバスを乗り継いで 1 時

間半，繁華街オーチャードから 1 時間ほどの閑

静な文教地区にある。すぐそばにシンガポール

国立大学があり，また同国内の日本人小学校の

ひとつ，クレメンティ校からも近い。

　最寄りのバス停から徒歩でゆるやかな坂道を

登っていくと，5 分ほどで研究所が右手にみえ

てくる（写真 1）。正門からなかに入ると，まず

真正面に ISEAS の出版物がずらりと並べられ

た書店が目に入る。そして左手にはセミナー

ルームがある。こうした建物の配置からは情報

発信を重視している ISEAS の姿勢が伝わって

くる。また，正門からセミナールームを横目に

建物のなかを奥へ進むと図書館へと導かれる。

ISEAS 所属の研究者がいるのは，敷地の一番

奥まった場所にある 4 階建ての研究棟である。

Ⅰ　設立の経緯と目的

　ISEAS は 1968 年，東南アジアの社会や政治，

安全保障，経済動向などを専門に研究する行政

機関（法定機関）として議会法（以下，ISEAS 法）

のもと設立された。設立後は長く東南アジア研

究所（Institute of Southeast Asian Studies）とい

う名称で知られていたが，2015 年 8 月，シン

ガポールのユソフ・イシャク初代大統領に敬意

を表して改称され，今に至っている。

　日本との交流は古くからみられ，木村［1980］

によれば，1977 年に国際交流基金が日本語書

籍 148 冊を寄贈しているほか，1978 年度には

トヨタ財団が 9 万シンガポール・ドル（S ドル）

を寄付している。また，これまで多くの日本人

研究者が ISEAS に客員研究員として在籍して

きた。筆者もその 1 人である。

　この ISEAS が現時点でそのおもな使命とし

て掲げているのは次の 3 点である。少し長くな

『アジア経済』LⅩⅤⅠ-4（2025.12）
ⓒ IDE-JETRO 2025

� https://doi.org/10.24765/ajiakeizai.66.4_61



62

研究機関紹介

るが，ホームページに掲載されている内容をそ

のまま紹介すると，第一に，東南アジアにおけ

る政治や経済，社会，安全保障の動向と発展，

そして，より広範囲な地政学的・経済的環境の

研究に特化した，一流の研究センターとなるこ

とである。第二に，学術界における研究と議論

を活性化させ，また，東南アジア地域に対する

人々の認識を高めて，同地域が直面するさまざ

まな問題に対して実現可能な解決策を探求して

いくことを挙げている。そして最後に，この地

域に関心をもつ研究者コミュニティを育成し，

多様な問題に関する研究に従事することもその

使命と謳っている。

　木村［1980］は「ISEAS は，シンガポールの

研究所というより，東南アジア研究のための国

際的交流の場という性格が強く，その運営も，

研究の自律性の堅持，成果の公開，そして域内・

域外の東南アジア研究者への門戸開放を原則と

している」と紹介しており，少なくとも 1980

年から 40 年以上にわたって研究所の掲げる目

的に大きな変化のないことがうかがえる。それ

では，こうした目的を達成すべく ISEAS はど

のように運営されているのだろうか。以下では，

まず，組織の全体像を紹介した上で，つぎに調

査研究活動，そして成果普及活動の順にみてい

くことにしよう。

Ⅱ　組織の概要

　ISEAS は大まかには事務系部門と研究部門，

図書館，そして出版部門から構成されている。

まず，事務系部門では，財政や人事を取り扱う

総務（Corporate Services）部門，広報やメディア

対応などを行う広報（Corporate Communications）

部門，PC やソフトウェア，ネットワーク・イ

ンフラなどのサポートのほか，ウェブサイトや

ソーシャルメディアへの投稿支援などを行う情

報・技術（IT）部門がある。

写真 1　ISEAS の外観

（出所）筆者撮影。
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　つぎに，研究部門は複数のプログラムとセン

ターから構成されている。ISEAS 所属の研究

者は，その取り組んでいる研究テーマに応じて

1 つないしは複数のプログラムやセンターに所

属している。プログラムは，大きくは，国ごと

にトピックを設定して研究を進める「国別プロ

グラム」と，研究テーマごとに地域横断的な比

較を行う「地域プログラム」，そしてこれら既

存の枠組みとは異なる視点からの研究に取り組

む「特別プログラム」の 3 プログラムから構成

されている。また，センターは，ASEAN 研究

センター，シンガポール APEC 研究センター，

テマセク歴史研究センターに分かれており，テ

マセク歴史研究センターの下には考古学ユニッ

トがおかれている。なお，テマセクとはシンガ

ポールの古称である。

　研究者数は，2022 年度年次報告書によると

181 名が在籍していたが，2019 年度は 145 名，

そして新型コロナ感染症の流行直後の 2020 年

度は 156 名，2021 年度は 165 名と大きな変動

がみられる。これは客員研究員など非常勤の研

究者の受入れ人数の変化によるものである。研

究者の内訳を確認すると，中核となってプログ

ラムやセンターでの研究活動を組織・運営して

い る 常 勤 研 究 者（Core Research Fellow/

Researcher）は 50 名弱で，残りは客員研究員
（2022 年度は 100 名強）や研究補助のインターン
（同 20 名ほど）である。

　続いて図書館をみてみよう（写真 2）。図書館

には，過去 50 年以上にわたって蓄積されてき

た政治や経済，国際関係，社会，文化といった

幅広い分野についての資料が所蔵されている。

概算でみて書籍 30 万冊，雑誌 4 万冊，地図

1000 枚，新聞記事などのマイクロ資料 4500 タ

イトルが保管されている。所蔵される印刷物資

料の 45 パーセントは英語テキストによるもの

であるが，残りはインドネシア語（39 パーセン

ト），ベトナム語（4 パーセント），マレー語（ム

ラユ語，3 パーセント），タイ語（3 パーセント）

など，東南アジア全域の言語で執筆された資料

で占められている。なかでもインドネシア語の

コレクションの多さは世界でもトップ 3 に入る

とされる。

　最後に，出版部門をみてみたい。ISEAS は

学術出版社 ISEAS Publishing を備えており，

1970 年以来 2000 冊以上の書籍と雑誌を同社か

ら発行している。ISEAS が出版部門を備える

ことについては 1968 年の ISEAS 法で定められ

ており，ISEAS Publishing は質の高い書籍・

雑誌の出版と東南アジアに関する研究の世界的

普及をその使命としている。

写真 2　図書館

（出所）筆者撮影。
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　こうした ISEAS 内の各組織の活動を支える

予算は，基本的には政府の交付金から捻出され

ている。2022 年度についてみると，ISEAS は

支出総額 1978 万 S ドル（当時のレートで 18 億

7910 万円程度）のうち，8 割相当の 1614 万 S ド

ル（15 億 3330 万円）をシンガポール政府から

教育省経由で交付金として受け取っている。ま

た，交付金のほかに寄付なども ISEAS の活動

を支える重要な財源となっている。

　ISEAS の支出の 9 パーセントは図書館に，5

パーセントが ISEAS Publishing に充てられて

いるが，最大の費目はやはり研究関連費である。

2022 年度は支出全体の 4 割以上にあたる 883

万 S ドルが研究関連費であった。

Ⅲ　おもな調査研究活動

　ここでは 2022 年度年次報告書をベースに，

ISEAS の予算の大半が割かれている調査研究

活動を簡単に紹介する（写真 3）。先に研究部門

がプログラムとセンターで構成されていること

に触れたが，プログラムでの取組みからみてい

こう。

　「国別プログラム」では，インドネシア，マレー

シア，ミャンマー，タイ，ベトナムの 5 カ国に

ついて，各国内で注目される政治や経済，社会

の動向に関する研究が進められている。たとえ

ばインドネシアを対象とした研究としては，カ

リマンタン島への首都移転といった政治情勢の

ほか，G20 などの外交におけるインドネシアの

役割，デジタルトランスフォーメーションなど

のテーマが注視されている。またマレーシアを

対象として，総選挙や選挙権年齢の引下げの影

響評価，ジョホール州など主要州における政治

力学の分析などが行われている。

　一方，東南アジアの域内横断的な比較研究を

試みている「地域プログラム」では，地域経済

研究，地域社会・文化研究，そして地域戦略・

政治研究という 3 つの柱に沿って研究が進めら

れている。地域経済研究では，パンデミック後

の経済回復と不確実性の分析，デジタル経済，

米中対立の経済的影響，電気自動車産業，エネ

ルギー転換，地域経済統合といったテーマにつ

いて，地域社会・文化研究では，政治とイスラー

ム，21 世紀の中国と東南アジア，メディア，

テクノロジーと社会の関係といった問題につい

て，また，地域戦略・政治研究では，東南アジ

アおよびより広いインド太平洋地域の地政学的

な問題や安全保障問題についての研究が進めら

れている。

写真 3　研究棟

（出所）筆者撮影。



65

研究機関紹介

　そして「特別プログラム」であるが，2022

年度には，東南アジアの気候変動の研究とメ

ディア・技術・社会の研究という 2 つの取組み

がみられる。前者は脱炭素化や食料安全保障と

いった幅広い視点から気候変動の影響や問題の

解決策が模索されている。また後者では，ソー

シャルメディアプラットフォームなどが東南ア

ジアの政治や日常生活に与える影響の検証が進

められている。

　こうしたプログラムのもとでの調査研究とは

別に，ISEAS では 3 センターを中心とした調

査研究活動もみられる。まず，シンガポール

APEC 研究センターは上述した「地域プログ

ラム」の柱のひとつ，地域経済研究の枠内で研

究活動を進めており，生物循環グリーン経済の

推進を優先的な研究課題として掲げている。つ

ぎにテマセク歴史研究センターは，シンガポー

ルの前近代史の理解を深めるため，12 世紀か

ら 19 世紀までの研究に重点をおいている。こ

のセンター付属の考古学ユニットは，シンガ

ポールでの発掘作業のほか，他の東南アジア諸

国との共同研究を進めている。

　 最 後 に，ASEAN 研 究 セ ン タ ー で は，

ASEAN 統合に関するモニタリングと研究が継

続的に行われている。とくに注目されるのは

2018 年から実施している ASEAN の有識者に

対する意識調査であろう。東南アジア各国の知

識人や政府関係者，民間部門，NGO やメディ

ア関係者など計 2000 人ほどを対象に，地域情

勢についての認識を探る 50 項目ほどの質問へ

の回答を定期的に収集している。この回答の集

計結果は毎年公開されており，日本のメディア

にも注目されている。

Ⅳ　成果普及活動

　ここまでみてきたように，ISEAS はその使

命に沿って東南アジアに特化した多岐にわたる

調査研究に従事しているが，ISEAS の存在感

を際立たせているのは，そうした成果の情報発

信や普及活動であろう。その活動形態としては，

ウェブ上での情報発信と出版物を通じた成果普

及に分けられる。

　前者において特に注目されるのは，オンライ

ンでのセミナー（ウェビナー）や対面参加型と

ウェビナーを組み合わせたハイブリッド・セミ

ナーの実施である。もともと ISEAS では対面

型のセミナーを頻繁に開催していたが，2020

年の新型コロナ感染症の拡大をきっかけにウェ

ビナーやハイブリッド・セミナーへとセミナー

のスタイルを変え，今ではそれが定着しつつあ

る。

　年次報告書によれば 2022 年度にはセミナー

や講演会などの実施回数は 114 回にのぼった。

新型コロナ感染症拡大のためにオンライン開催

に専念した 2021 年度には 150 回を超えている

ことからも，ISEAS がいかに情報発信に力を

入れているかが伝わるであろう。なお，こうし

たセミナーで講演するのは研究者だけではない。

実務家や現役閣僚を含めた政治家が登壇するこ

とも珍しくなく，たとえば最近では，2024 年

のインドネシア大統領選挙に副大統領候補とし

て出馬していたマフッド・MD 元政治・法務・

治安担当調整大臣も講演している。

　また，Fulcrum という 2020 年に開設された

ブログにおける一般向けの時事解説や，ISEAS 

Perspective というやや専門的な解説・展望記
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事を通じた情報発信も注目される。ASEAN 研

究センターの季刊誌「ASEAN Focus」の記事

も Fulcrum ブログへの転載を通じて広く発信

されるなど，同ブログでは 2022 年度だけで

333 本もの記事が公開されている。また同年度

の ISEAS Perspective の発行数は 113 本を数

える。

　ウェブ上での配信の一方で，ISEAS は紙媒体

を中心とした従来からの学術的な研究成果の出

版活動にも引き続き力を入れている。学術雑誌

としては Journal of Southeast Asian Economies，

SOJOURN: Journal o f  Social Issues in 

Southeast Asia，Contemporary Southeast Asia

の 3 つの査読雑誌を ISEAS Publishing から出

版している。また，ISEAS Publishing はさま

ざまな分野の専門書も出版しており，2022 年

度には 17 冊を世に送り出している（写真 4）。

お わ り に

　本報告では，東南アジア研究のハブとしての

機能を果たしてきた ISEAS の組織や活動の概

要を中心に紹介した。こうしてあらためて近年

の ISEAS の活動をまとめてみると，その当初

からの使命を維持しながらも，環境にあわせて

柔軟に変化している姿が筆者にとっては印象的

であった。それが端的にあらわれているのが，

ブログを通じた情報発信への重点的取組みであ

り，新型コロナ感染症の拡大をきっかけとした

ウェビナーやハイブリッド・セミナーの積極的

導入であった。

　なお，ISEAS の活動の中核が調査研究活動

と成果普及活動であることは本報告でみたとお

りだが，別の興味深い取組みとして，若手研究

者の育成支援活動についてもここで簡単に触れ

ておきたい。ISEAS は東南アジアに関心のあ

るシンガポール国内の学生を対象に，国内外の

写真 4　研究所内には ISEAS からの出版物を販売している書店がある

（出所）筆者撮影。
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大学院への進学機会を提供する複数の奨学金制

度を用意している。2022 年度には ISEAS の支

援を受けた 5 名が米国や英国などの修士・博士

課程に在籍していた。また，国外の若手研究者

を対象とした有給の短期客員研究員制度もあり，

2022 年度には，カンボジアなどから訪れた 3 名

の客員研究員が Fulcrum や ISEAS Perspective

に研究成果を寄稿している。

　最後に，その経済成長に伴い，さまざまな分

野で東南アジアの存在感がさらに増していくと

予想されるなかで，同地域に関心のある人へ向

けて解像度の高い情報を提供してきた ISEAS

に対する期待は今後もさらに高まるであろう。

これからも変化し続けるであろう ISEAS に引

き続き注目してみていくことにしたい。
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